
 

 

 

 

 

 

 

 

２ ０ １ ０ 年 度 上 期 

ＪＡいわき市の現況 
 

平成２２年３月１日～平成２２年８月３１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～いつでも、どこでも、あなたとともに～ 

“ＦＡＣＥ ＴＯ ＦＡＣＥ” 
 

 

        いわき市農業協同組合 



 



 

ご あ い さ つ 

 

 
 
日頃より、みなさま方には、いわき市農業協同組合（略称「ＪＡいわき市」）をお引き

立ていただき誠にありがとうございます。 
当ＪＡの経営理念と方針および平成２２年度上期の業績等についてみなさま方にご紹

介するため、2010 年度上期の「ＪＡ いわき市の現況（ディスクロージャー誌）：半期開示」

を作成いたしました。この小冊子では経営理念をはじめ自己資本比率、主要勘定の状況、

および社会的責任と貢献活動といった上期における活動内容をご案内させていただいてお

りますので、本誌を通じて当ＪＡに対するご理解をより一層深めていただければ幸いに存

じます。 
我が国経済を月例経済報告でみてみると、景気はこのところ足踏み状態となっており、

失業率が高水準にあるなど厳しい状況にあります。また、先行きについては、当面は弱め

の動きも見込まれるものの、緊急経済対策をはじめとする政策の効果などを背景に、持ち

直していくことが期待される半面で、欧米を中心とした海外景気の下振れ懸念、金融資本

市場の変動（為替レート・株価の変動）やデフレの影響など、景気を下押しするリスクも

存在しております。 

一方、農業・ＪＡを取り巻く環境は、食の安全・安心や農業の持つ多面的な機能など、

農業に対する期待が高まっているなかで、農業従事者の高齢化と後継者不足、販売農家戸

数の減少等により正組合基盤は縮小・多様化しており、また農地法の抜本的な改正による

賃貸借の促進、米戸別所得補償制度の導入などにより、大きな転換期を迎えております。 

このような情勢の下、本年度は「新たな協同の創造３か年計画」の実践初年度にあたり、

協同組合の価値を再認識し、地域に新たな協同の輪を広げ、消費者との連携による農業の

復権、ＪＡの総合性発揮による地域の再生、協同を支えるＪＡの変革を進めていくことを

基本方針、【信頼】【改革】【貢献】を基本姿勢として「地域にかけがえのないＪＡ」を

構築してまいります。 

今後とも、財務の健全化・経営基盤の強化に努めるとともに、組合員はもとより地域の

みなさま方の信頼に応え、地域にかけがえのないＪＡを目指してまいりますので、より一

層のご支援、ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。 
 
 
 

平成２２年１０月 
 

いわき市農業協同組合 

経営管理委員会会長  甲髙  光 

代表理事理事長  赤塚  誠 

 

 

 

◆本誌に記載してある計数は、原則として単位未満を切り捨てて表示しています。 



 

ＪＡいわき市の 

  経 営 理 念 と 方 針 
 

「農」と｢共生｣の世紀づくり 
地域にかけがえのないＪＡをめざして 

 

を基本コンセプトとして、愛され、信頼され続けるＪＡづくりの実現を実践してまいります。 
 
 
１）経営理念 

 
 元気ある農業の振興と心豊かな地域社会との共生   

 
＜地域にかけがえのないＪＡをめざして＞ 

 
【共 生】のキーワード 

 
 
 
 
 
 
 
 

地 域 に か け が え の な い Ｊ Ａ い わ き 市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
心豊かな  ≪地域社会≫ 
元気ある  ≪農業振興≫ 
安全安心な ≪食料供給≫ 
豊かな   ≪自然環境≫ 

豊かな自然環境 

元気な農業振興 心豊かな地域社会 

安心な食料供給 

共共共   生生生   

２）経営方針 
 

①組合員・利用者の満足度向上 
②健全経営の確立 
③人材育成と意識改革 

３）役職員の行動規範 
 

私達は、農業やすべての協同組合活動を通じて組
合員や地域の豊かな生活のために貢献できるよう
改革と挑戦につとめます。 



 

 
 

平成２２年８月末 平成２２年２月末 

16.67％ 15.83％ 

平成２０年２月末より、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成１８年金融 

庁・農林水産省告示２号）の規定に基づいて自己資本比率を算定しています。 

８月末の単体自己資本比率（推計値）は、平成２２年２月末のオペレーショナル・リスク相当額、および 

８月末の自己資本額（推計値）・信用リスク・アセット額（推計値）に基づき算出しています。なお、信用 

リスク・アセット額（推計値）の算出にあたって、一部の項目については、平成２２年２月末の額（データ） 

を使用しています。 

 

 

 

（単位：百万円） 

 平成２２年８月末 平成２２年２月末 平成２１年８月末 

貯 金 101,981 103,414 101,517

貸 出 金 41,715 40,810 39,612

預 け 金 53,794 56,159 55,796

有 価 証 券 6,713 6,417 5,844

 

 

 

【有価証券】                           （単位：百万円） 

区  分 
平成２２年８月末 平成２２年２月末 

帳簿価額 時  価 評価損益 帳簿価額 時  価 評価損益 

売 買 目 的 － － － － － －

満期保有目的 1,387 1,452 64 1,424 1,469 44

そ の 他 5,164 5,326 161 4,893 4,992 98

合  計 6,552 6,778 226 6,318 6,461 142

１ ８月末の有価証券の時価は８月末日における市場価格等に基づく時価としています。 

２ 帳簿価額は、売買目的有価証券については取得価額を、満期保有目的有価証券またはその他目的有価 

 証券については償却原価適用後、減損適用後の帳簿価額を記載しております。 

 

 

【金銭の信託】 

 

該当する取引はありません。 



 

 

（単位：百万円） 

区 分 

債権額 

平成２２年８月末 平成２２年２月末 増減 

破産更正債権及び 

これらに準ずる債権 
６９４ ７７１ △７７

危険債権 １，６８０ １，６４４ ３６

要管理債権 １２０ ９３ ２７

正常債権 ３９，２６６ ３８，３５２ ９１４

合計 ４１，７６２ ４０，８６１ ９０１

 

＊ 平成22年8月末の計数は、次の方法により算出しています。 

 

１．各債権区分額は、平成22年2月末時点の債権額を基準として、平成22年8月末時点の残高に 

修正しています。 

２．平成22年2月末から8月末までの間に債権者区分の変更が必要と認識した先については、8月 

末時点の債権者の状況に基づき債権区分を変更しています。 

 

 

 

注１：「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」について 

「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、更正手続き等の理由により経 

営破綻に陥っている債務者に対する債権（信用事業総与信額）及びこれらに準ずる債権（信用事 

業総与信額）をいいます。 

 

注２：「危険債権」について 

「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状況には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化 

し、契約に従った債権の元本及び利息の受取りができない可能性が高い債権（信用事業総与信額） 

をいいます。 

 

注３：「要管理債権」について 

「要管理債権」とは、3ヶ月以上延滞している貸出金及び貸出条件の緩和をしている債権(貸出金) 

をいいます。 

 

注４：「正常債権」について 

「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記注 1から 

注 3に掲げる債権以外のものに区分される債権（信用事業総与信額）をいいます。 

 



 

◇◇社会的責任と貢献活動◇◇ 
 
 

□ 協同組織として □ 
 
ＪＡいわき市は、いわき市を事業区域として、農業者と多くの地域住民の皆さまが組合員となって、

相互扶助（お互いに助け合い、お互いに発展していくこと）を共通の理念として運営される協同組織で

あり、地域農業の活性化に資する地域金融機関です。 
当ＪＡは、組合員の社会的・経済的地位の向上と地域社会への貢献というＪＡの目的を遂げるため、

「元気ある農業の振興と心豊かな地域社会との共生～地域にかけがえのないＪＡをめざして～」という

理念を掲げ、事業活動を展開しています。 

また、当ＪＡの資金の大半は、組合員を始め皆さまからお預かりした、大切な財産である「貯金」を

源泉としており、一方資金を必要とする組合員や地域の皆さまにご融資し、暮らしや事業のお手伝いを

させていただいております。そして、ＪＡの総合事業をとおして各種金融機能・サービス等を提供する

とともに、地域の協同組合、地域社会の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向け、

環境・文化・健康・福祉への貢献活動をとおして、安心して暮らせる明るい社会づくりに貢献していく

ために、これからも幅広い活動を続けていく方針です。 

 
 

□ 地域からの資金調達の状況 □ 
 

組合員や地域の皆さまからお預かりした貯金の残高は、１，０１９億８１百万円（うち定期積金の

残高は２８億７４百万円）となっております。 

「スプリングキャンペーン」、「ナツトクキャンペーン」、および「ホクホクキャンペーン」を実

施し、定期貯金、定期積金のご契約者に対して“ちょきんぎょ”グッズをプレゼントするなど、幅広

いお客様に好評をいただいております。 

 
 

□ 地域への資金供給の状況 □ 
 

組合員や地域の皆さまへの貸出金の残高は４１７億１５百万円となっております。 

農業の経営改善や近代化、発展のために資することを目的として、各種制度資金を取り扱っており

ます。 

○ 農業近代化資金（平成 22 年 8 月末現在）        ４８百万円 

○ 農林公庫資金（平成 22 年 8 月末現在）       １億５百万円 

○ 農家経営安定資金ほか（平成 22 年 8 月末現在）   １９百万円 

 

また、特別金利で、「住宅ローン」、「教育ローン」、「マイカーローン」を、地域農業者に対する資

金として「アグリマイティー資金」を取り扱っております。



 

 
□ 文化的社会的貢献に関する事項～地域とのつながり～ □ 
 
 
◎農業体験の開催 
「バケツ稲作り」や「学習田での米作り」（田植えから稲刈りまで）また、「田んぼの生きも

の調査」を実施し、次世代を担う子供たちの手で直接体験してもらうことで、農作業と自然の

恩恵を受けて成長する農作物の大切さに理解と関心を深めてもらい、食べ物を大切にする心を

はぐくんでもらうことを目的に、様々な体験活動を開催しています。 
 
 
◎日本赤十字社の献血への積極的な参加 
 
 
◎地域行事への参加 
いわき市の夏祭りのメインイベントである「いわきおどり」をはじめ、各地域で開催される

お祭りやイベントに積極的に参加、協賛したり、「いわきのまちをきれいにする市民総ぐるみ運

動」に参加したりしています。 
 
 
◎健康増進活動の取り組み 
組合員・利用者様のくらしと健康を守ることを目的として毎年健康増進活動を実施しており

ます。活動では、健康診断の実施や健康講話・生活講話・健康体操などの指導が主な内容とな

っております。 
また、健康増進の一環として、年金友の会の愛好者による「ゲートボール大会」、女性部によ

る「レインボー体操」を開催しています。 
 
 
◎ＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置 
本店および全支店にＡＥＤを設置しました。 
万が一の心停止から除細動実施までの時間が短縮され、その結果として、多くの尊い人命が

救われることにつながります。 
 
 
◎情報提供活動 
ＪＡと組合員を結ぶ広報誌「エスポワール」の発行やホームページをとおし、また、日本農

業新聞や地元３紙に投稿、情報提供して、より多くの方々に活動の報告やニュースの提供をし、

ＪＡいわき市のＰＲをしています。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

4 月～ 
 

バケツ稲作り 

 
ＪＡいわき市の食農教育活動の一つで農青連の協力得て、各地区の小学生とバケツに苗を植

えました。4月 30 日内郷・好間支部：高坂小、5 月 19 日菊田支部：錦小、同 21 日飯野支部：

郷ヶ丘小、同 27 菊田支部：錦東小、6月 2 日飯野支部：中央台北小 

 

5 月～ 

 

 実習田田植え 

 
ＪＡいわき市の食農教育活動の一つで農青連の協力得て、各地区の小学生と実習田に苗を

植えました。5 月 19 日勿来・ハウス部会菊田支部：勿来 2 小、同 22 日飯野支部：平 5 小・

中山子供会、同 28 日神谷支部：平 6 小、同 28 日菊田支部：汐見ヶ丘小、6 月 8 日遠野支

部：上遠野小 

 

田んぼの生きもの調査を開始 

 
ＪＡいわき市の食農教育活動の一つで農青連の協力得て、各地区の小学生と田んぼに生息

している生きもの調査を行いました。5月 22 日飯野支部：平５小・中山子供会、6 月 8日

遠野支部：上遠野小、7月 1 日田人支部：田人 1小 

 

 

7 月 

 

本・支店にＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置 

 

地域の救急医療体制を維持・確保するための支援策「安心して暮らせる地域づくり」のた

めに、自由ケ丘の本店をはじめとして全支店（18 支店）にＡＥＤ（自動体外式除細動器）

を設置しました。 
 

8 月
 

 東京農大生視察研修 

 

東京農業大学農業経営学研究室の北田准教授と学生 18 人が当ＪＡの担い手・集落営農支援

センターと農業生産法人（株）ゆいのさと駒込を訪れ、農業支援と経営について研修して

いきました。 

 

トピックス   平成 22 年 3 月～8 月 



 

◆◆店舗一覧・自動化機器の設置状況◆◆ 
 

 

（平成 22 年 10 月１日現在） 

店 舗 名 住    所 電話番号 Ｆ Ａ Ｘ ＡＴＭ設置台数 

本 店 いわき市 自由ケ丘３９－２ ２８－９１００ ２８－９３００ ＡＴＭ ２（１） 

神 谷 支 店 〃 平鎌田字大角１４－１ ２３－７５００ ２３－７５０１ ＡＴＭ ２（１） 

飯 野 支 店 〃 平谷川瀬字泉町７７－３ ２４－１０９４ ２４－１０９０ ＡＴＭ １ 

高 久 支 店 〃 平下高久字水門１０８－３ ３９－２２４６ ３９－２２０６ ＡＴＭ  １ 

夏 井 支 店 〃 平荒田目字中田４５ ３４－３５３０ ３４－３６９３ ＡＴＭ  １ 

草 野 支 店 〃 平下神谷字出口４６ ３４－２０３４ ３４－２０２９ ＡＴＭ  １ 

平 窪 支 店 〃 平下平窪字六角１－６ ２３－４６９７ ２３－４６９２ ＡＴＭ  ２（１） 

内 郷 支 店 〃 内郷高坂町大町８－２ ２６－３０４２ ２６－３０９９ ＡＴＭ  １ 

好 間 支 店 〃 好間町下好間字叶田６７－３ ３６－２７１１ ３６－２７１８ ＡＴＭ  １ 

小 川 支 店 〃 小川町上小川字伊吾内１０ ８３－１１２１ ８３－２２３０ ＡＴＭ  １ 

三 和 支 店 〃 三和町下市萱字堀ノ内１－４ ８６－２１２１ ８６－２０４１ ＡＴＭ  １ 

大 野 支 店 〃 四倉町山田小湊字方札２６ ３３－２２１１ ３３－２２６７ ＡＴＭ  １ 

川 前 支 店 〃 川前町下桶売字矢田谷地 142‐11 ８４－２２２１ ８４－２３２３ ー  

久 之 浜 支 店 〃 久之浜町久之浜字南荒蒔８ ８２－２１２１ ８２－３８８３ ＡＴＭ  １ 

大 浦 支 店 〃 四倉町狐塚字小橋８６ ３２－３０１１ ３２－８３８８ ＡＴＭ  １ 

菊 田 支 店 〃 錦町大島９５－１ ６３－２４６２ ６３－０５５６ ＡＴＭ  １ 

勿 来 支 店 〃 勿来町窪田町通三丁目５１ ６５－３１９１ ６５－７８２０ ＡＴＭ  ２（１） 

田 人 支 店 〃 田人町黒田字大久保４３ ６９－２３０６ ６９－２３４０ ＡＴＭ  １ 

遠 野 支 店 〃 遠野町上遠野字白幡１１４－１ ８９－２０１８ ８９－２０４７ ＡＴＭ  １ 

合  計  ２２（４） 

（ ）は店舗外ＡＴＭ設置台数です。



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

ＪＡいわき市 

 
 

 


